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（前提）　２つのアクティビティーで使用する単語（食べ物・飲み物・スポーツ・動物）は　Inputの

段階で既習していること。
ステージ1  「Who am I?」

準    備：ワークシート（数名の人物の好きなものが絵で表されているもの）、鉛筆
人    数：１グループ５～１０人程度

言語材料：Do you like~? / Yes, I do.　I like~. / No, I don’t./ Are you ~?
1 グループの中の一人がワークシートから人物を一人選ぶ。
2 他のメンバーは順番に一人一回ずつ絵を見ながら「Do you like~?」と質問する。

質問された児童は「Yes, I do. I like~. /Ｎｏ,I don’t.」で答える。

③　全員質問したら、人物が誰であるかを全員で予想し、「Are you~?」と確認する。　

☆正解すれば、次の人に交代。不正解なら、もう一回り質問を繰り返し再度「Are you~?」と正解するまで繰り返す。
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ステージ２　　「Friend!」
準    備：ピクチャーカード（food drink animal sport など既習事項のもの）
　　　　　　☆カードは１枚をまん中で分けたもの。（２枚１組）

人    数：クラス全員

言語材料：Do you like~? / Yes, I do.　I like~. / No, I don’t.　I like~./ 

1 児童は様々な種類のカードの半分だけを持っている。
2 ペアになるカードを持っている相手を探し、見つけられれば勝ち。

<Model 1  持っているカード(絵)が違う場合>
 A: Hi,Emi. Do you like apples?

          B: No,I don’t. I like bananas.
          A: OK. Thank you.

<Model 2  持っているカードが同じ場合>
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　　　　　　　 A: Hi,Emi. Do you like apples?

　　　　　　　 B: Yes, I do. I like apples. Here you are.

          (カードが合えば)　「Friend!」

          (カードが合わなかったら)　「Too bad!」
　○　I like~.の表現をまずは何度も繰り返して練習すること。発展として、ペアアクティビティーに少し高度なゲーム的要素を取り入れることで、高学年でも楽しめる活動になると思います。
ワークシート（ステージ１　「Who am I?」）
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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　好きなもの
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· OUTPUTへつなげるために
好きな食べ物や好きなスポーツだけを言って終わる自己紹介は、正直いっておもしろくないですよね？　好きな芸能人とか好きな遊びを言うことのほうが実際の自己紹介では多いですし、子どもたちの関心も高まるはずです。子どもたちの「これがいいたい！」というものに合わせてワークシートの絵を変えれば、子どもの実態に応じて活動の幅を広げることが可能です。

　　　　　　　　　　
　
ワークショップ４　（Ａ会場）　『英語ノートを使ったINTAKEの進め方・上級編』


「どんどん使って楽しもう！～ゲームの中で身につくアクティビティー～」


（英語ノート　Lesson4 自己紹介をしよう）　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口麻衣


（北見市立小泉小学校）





グループでのアクティビティーで言語材料を繰り返し練習。ステージ２につなげるための活動。





自分のカードと相手のカードが同じ絵だとして


も、割れ目がぴったり合うカードを見つけるま


では相手を探し続けなければなりません。





ペアアクティビティーにゲーム的な要素を取り入れることで言語材料を使う回数を多くする。











